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「さくら通りの踏切で」
仲良し3人組。

私の撮影ポイントをウロウロ。

「何してるんだい？」

「桜の花びらを集めてまーす」

「これからデンチャが来るから撮影するよ」

「あ、そうか」

私がちゃんと撮影できたか、

それぞれに振り向いてくれました。

その後、

両手で大きく◯としたら、◯と答えてくれました。

なので、その最高のシーンは撮影できませんでした。

　

議会が注目したのはこの予算� 6
一般質問�11人� 15
議会報告会のご案内� 27



一目でわかる審議結果（賛否が分かれた議案のみ）
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�粕屋町一般職の職員の給与に関する
条例

可
決14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

�粕屋町特別職の職員の給与に関する
条例

可
決14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

�粕屋町議会議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例

可
決14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

平成31年  第１回（２月）臨時議会
（平成31年２月８日に臨時議会が行われ、提出された議案は５件でした。）

平成30年度 
一般会計補正予算（第６回）

補正額
総　額

25万円
143億2,741万円

平成30年度 国民健康保険特別
会計補正予算（第２回）

補正額
総　額

25万円
40億5,485万円

（補正の理由）
今回の補正予算の主な理由は、人事院勧告に基づく給与などの改定に伴うものです。
なお、風しん予防接種助成事業が、県の補助事業として新たに実施されることになりました。

人事院勧告のポイント
◎勧告内容：月例給、ボーナスともに引上げ
　〇�民間給与との較差（0.16%）を埋めるため、
俸給表の水準を引き上げ

　〇�ボーナスを引上げ（0.05月）、民間の支給状況
等を踏まえ勤勉手当に配分

粕屋町における改定内容
一般職の職員
　〇月例給（俸給表）の見直し
　　・民間給与との較差解消
　　　月例給平均　0.2%引上げ
　〇ボーナス
　　・民間給与との較差解消
　　　支給月数の
　　　0.05月引上げ（4.40月⇒4.45月）
特別職の職員
　〇ボーナス
　　・一般職に準じて、期末手当支給月数
　　　0.05月引上げ（3.30月⇒3.35月）
町議会議員
　〇ボーナス
　　・特別職に準じて、期末手当支給月数
　　　0.05月引上げ（3.30月⇒3.35月）

風しん予防接種の助成があります
　風しんが関東地区を中心に流行し、福岡県も流
行地域に指定されました。

目　　的：�妊婦への風しんの感染を防ぎ、先天性
風しん症候群の発生を予防する。

実施期間：�平成31年１月１日～令和３年３月末

補助対象：�抗体検査で抗体価が低いことが判明し
た次のもの

①�妊娠希望者　②�妊婦の配偶者、同居者
（※�県の助成により、抗体検査も無料でうけられま
す。）

補 助 額：�5,000円（差額は自己負担）

詳しくはホームページまたは健康づくり課へ問い
合わせください。
（TEL�938-0258）

☆議案名についてはわかりやすい文言に置き換えています。
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月
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３
月
定
例
会
は
、
１
日
か
ら
26
日
ま
で
、
26
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
31
年
度
の
当

初
予
算
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
を
含
め
、
議
案
24
件
、
発
議
１
件
、
意
見
書
１
件
、
請
願
１
件
を

審
議
し
ま
し
た
。
議
案
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ど
に
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す
る
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員
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否
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９
ペ
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ジ
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す
。
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　３月12日と13日に補正予算の審査を行いました。
　歳入に関しては、国の負担金決定、補助金額決定による補正が主たる要因です。
　委員会ごとにピックアップしてみます。

建設関係では…
〇�南里水路護岸工事に関して、12月議会だよりでお知らせしましたように、工
法の変更による5,677万円の減
額修正を行っておりました。
　今回２月の連続した雨による
土砂崩落で、変更契約がなされ、
その金額が5,362万円と5,000
万円以上となったため、追加議
案として審議しました。工期の
変更はなく、その後順調にすす
んでいます。

厚生関係では…
　補正された項目の主たる要因は、30年度の出生数が29年度に比較してゆるや
かになったということです。
〇児童手当　２,000万円の減（総合窓口課）
〇妊婦健康診査委託料　700万円の減（健康づくり課）
〇�予防接種委託料　400万円の増（健康づくり課）…29年度の出生が多かったため。

〇国民健康保険の特定健診料　230万円の減（総合窓口課）…※みなし受診数の増
〇�がん検診委託料　300万円の減（健康づくり課）…町の健診を受ける人数が減っ
ているため。

※みなし受診　�病院にかかってある方もお手持ちの健診結果が、特定健診の項目を満たして
いれば「特定健診を受診した」とみなすことができます。

３月補正予算審査

その他

南里水路護岸工事

粕屋町健康センター
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町税
64億7,387万円

44.4％

繰入金
4億4,164万円
3.0％

その他
11億8,669万円

8.1％

町債
8億7,590万円
6.0％

地方交付税
9億3,000万円
6.4％

依存財源
64億9,478万円
44.5％

国・県支出金
34億8,386万円
23.9％

その他
12億501万円
8.3％

自主財源
81億221万円
55.5％

歳入
145億9,700万円

平成31年度�粕屋町の予算�総額�254億597万円

　根幹となる町税収入は、人口の伸びに伴う納税義務者の増加などにより増収になる
と見込んでいますが、臨時財政対策債を含めた地方交付税は、税収の増加などにより
減額を見込んでいます。
　また、令和元年10月に予定される消費税率の引上げにあわせて様々な影響が生じ
ることが予想され、地方消費税交付金への反映や幼児教育の無償化実施による子ども・
子育て支援臨時交付金の計上、自動車取得税交付金の廃止による環境性能割交付金の
計上等の対応を行っています。

【町税】
町民の皆さまに納めていただく
税金です
【繰入金】
歳入不足を補うため、積み立て
ていた基金から繰り入れるのが
主で、特別会計への繰出金を精
算後繰り入れることもあります
【町債】
町が事業資金を調達するための
借金及び地方交付税の振替であ
る特例地方債（臨時財政対策債）
で、中長期にわたり返済します
【地方交付税】
県や市町村の財政状況に応じて
国から地方に交付されるお金で
す
【国・県支出金】
町がおこなう事務や事業に対す
る国や県からの補助金（負担金）
です

≪用語の説明≫

企業会計予算 38億1,494万円 対前年比
1.0％⬆

（内訳）
・水道事業会計
・�流域関連公共
　下水道事業会計

14億2,719万円
23億8,775万円

7.5％⬆
△2.6％⬇

　特定事業について、民間企業と同様に事業を行った収入を
事業費に充てて運営していく独立採算制の予算です。粕屋町
には上記２つの企業会計があります。

特別会計予算 69億9,403万円 対前年比
1.5％⬆

（内訳）
・国民健康保険特別会計
・後期高齢者医療特別会計
・介護保険特別会計
・�住宅新築資金等貸付事業特別会計

40億1,072万円
5億1,682万円
24億6,532万円

118万円

△1.0％⬇
4.2％⬆
5.5％⬆
16.3％⬆

　ある特定の収入を特定の目的のため　に使用する会計予算のことで、一般会計と
は区分して経理を行います。粕屋町に　は上記４つの特別会計があります。

＋

対前年比
4.6%⬆

端数処理により
合計が一致しない　場合があります
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歳出
145億9,700万円 民生費

58億7,771万円
40.3％

公債費
10億6,533万円

7.3％

教育費
24億9,475万円
17.1％

衛生費
13億8,392万円

9.5％

土木費
14億6,609万円
10.0％

総務費
12億9,357万円

8.9％

消防費
5億5,472万円
3.8％

農林水産業費
1億5,168万円
1.0％

その他
3億919万円
2.1％

平成31年度�粕屋町の予算�総額�254億597万円

　障がい者サービス事業費の伸びに伴う社会福祉費の増加や町立保育所の老朽化対
策、私立保育園の開園、幼児教育の無償化実施に伴う児童福祉費の増加などにより民
生費が大幅に増加しており、小学校の大規模改造工事の実施などにより教育費につい
ても大きく増加しています。

【総務費】
行政運営の事務や町税の事務な
どの経費
【民生費】
高齢者や障がい者などの福祉、
保育所の運営などの経費
【公債費】
地方債の元金及び利子の返済の
ための経費
【教育費】
小中学校や生涯学習、図書館、
体育事業などの経費
【衛生費】
保健、健康づくり、ごみ、環境
対策などの経費
【土木費】
道路、水路、公園などの維持管
理や町営住宅の経費
【消防費】
消防署、消防団の運営や防災の
経費
【農林水産業費】
農業振興のための経費

≪用語の説明≫

一般会計予算 145億9,700万円 対前年比
7.1％⬆

　粕屋町の一般的な予算のことで、税収や交付金などの歳入を、
道路整備や福祉サービスなどの行政サービス全般に使います。

特別会計予算 69億9,403万円 対前年比
1.5％⬆

（内訳）
・国民健康保険特別会計
・後期高齢者医療特別会計
・介護保険特別会計
・�住宅新築資金等貸付事業特別会計

40億1,072万円
5億1,682万円
24億6,532万円

118万円

△1.0％⬇
4.2％⬆
5.5％⬆
16.3％⬆

　ある特定の収入を特定の目的のため　に使用する会計予算のことで、一般会計と
は区分して経理を行います。粕屋町に　は上記４つの特別会計があります。

＋

端数処理により
合計が一致しない　場合があります
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議会が注目した　のはこの予算
　平成31年度当初予算は、厳しい財政状況の中、自然災害への対策や施設の老朽化への
対応など、様々な課題を踏まえた必要な予算や町長の公約実現に向けた予算が可能な限り
計上されています。
　財政規律も重視して基金からの繰入れを最小限にとどめるなど、投資と持続可能な財政
基盤の強化の両立を図った予算が提案されました。

学校教育課

�粕屋西小学校放課後児童クラブ室
増築工事費　5,400万円

　平成31年度に増築工事を実施し
ます。
　令和２年度から40名２クラス計
80名の増員予定です。

学校教育課

中学校教育振興事業費
部活動指導員報酬　50万円

�　部活動の技術指導や大会への引率
など、指導体制の充実と教員の負担
の軽減

学校教育課

スクールロイヤー委託料　36万円

　法律の専門家である弁護士が専門
的知識・経験に基づき、小・中学校
内での諸問題に対応 こども未来課

西幼稚園ブロック塀改修工事
1,110万円

改修予定のブロック塀

学校教育課

小学校施設整備事業費
◦�仲原小学校第１期大規模改造工事　
　２億9,390万円
◦�仲原小学校第２期大規模改造工事設計料
778万円

◦�中央小学校第１期大規模改造工事設計料
913万円

◦西小学校ブロック塀改修工事費
　655万円
◦配膳室等空調設置工事費　1,270万円
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議会が注目した　のはこの予算

協働のまちづくり課

ホームページリニューアル業務委託
料　1,250万円

�　町のホームページのリニューアル
を実施します。時期は令和２年３月
か４月予定です。

介護福祉課

ふれあいバス運営事業委託料　
1,509万円
（昨年より700万円プラス）

　ふれあいバスの土日祝日運行が始
まります。
　開始時期平成31年4月１日～
　年末年始を除く
　運行ダイヤは平日と同じ

ふれあいバスのバス停

介護福祉課

ふれあいバス停整備工事費
52万円

　町内５カ所にベンチを設置しま
す。（かすやドーム・サンレイクか
すや・粕屋フォーラム・柚須文化セ
ンター・パティオ福岡東）

都市計画課

�地域生活空間整備促進事業
事業費　1億2,830万円

　都市と自然が調和したゆとりある
まちづくりのため、粕屋町都市計画
マスタープランに即したまちづくり
の推進と秩序ある土地利用を促進し
ます。
　今年度も、町の発展に結びつく計
画的なまちづくりを進める酒殿駅南
土地区画整理事業に対し支援を行い
ます。

開発進む酒殿南地区

協働のまちづくり課

男女共同参画推進事業　4,920万円
�
�　当年度は、粕屋町男女共同参画計
画の中間年となるため、計画を見直
し、後期計画を策定します。

健康づくり課

感染症予防事業　1億7,265万円

�　予防接種法に基づく定期予防接種
及び任意接種の助成を行います。
�　本年度は、成人風しんワクチン（県
からの任意の分と国の定期予防接
種）の予算が含まれます。
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道路環境整備課

江辻橋橋梁補修工事　9,400万円

�　橋梁の長寿命化を図るため、点検
及び維持補修を行ない、道路網の安
全及び交通体系の確保を行います。
�　今年度は、江辻橋の補修工事及び
道路橋定期点検を国庫補助事業で実
施します。

協働のまちづくり課

災害対策事業費　3,547万円

◦�指定緊急避難場所看板が作成され
ます。

◦�浸水想定区域の拡大により、平成
31年度新たに防災マップ（ハザー
ドマップ）を作成し、全戸に配布
します。

介護福祉課

内橋団地バリアフリー化工事費
5,810万円

総務課

参議院議員通常選挙執行事務
2,598万円

◦�イオンモールで期日前投票を２日
間行う予定です。その分の費用も
含まれています。

◦��開票読み取り機２台の機械が購入
から20年経っていますので新規購
入予定です。

こども未来課

仲原保育所屋根防水改修工事
2,801万円
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一目でわかる審議結果（賛否が分かれた議案のみ）

○�⇒賛成　●�⇒反対
―�⇒退席　欠�⇒欠席

採
決
結
果

賛
成(

人)

末
若
　
憲
治

井
上
　
正
宏

案
浦
　
兼
敏

鞭
馬
　
直
澄

安
藤
　
和
寿

中
野
　
敏
郎

木
村
　
優
子

太
田
　
健
策

川
口
　
　
晃

田
川
　
正
治

福
永
　
善
之

小
池
　
弘
基

久
我
　
純
治

本
田
　
芳
枝

八
尋
　
源
治

山
脇
　
秀
隆

粕屋町副町長の定数を定める条例の一部
を改正（詳しくは11ページへ）

可
決 ８ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ●

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

北筑昇華苑使用料金の補助金の見直し
（詳しくは13ページへ）

可
決13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

粕屋町後期高齢者医療特別会計補正予算 可
決12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○

粕屋町一般会計予算 可
決14 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

粕屋町国民健康保険特別会計予算 可
決13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

粕屋町後期高齢者医療特別会計予算 可
決13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

訴えの提起（町営住宅家賃の滞納者に対
して）

可
決12 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

粕屋町議会委員会条例の一部を改正する
条例（詳しくは10ページへ）

否
決 ７ ● ● ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ●

消費税増税の中止を求める意見書 否
決 ４ ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ●

国会における憲法論議の推進と国民的議
論の喚起を求める意見書提出に関する請
願

否
決 ７ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ●

件　　名 提出議員 結　　果

消費税増税の中止を求める意見書
田川　正治
川口　　晃

否決

件　　名 提出議員 結　　果

国会における憲法論議の推進と国民的議
論の喚起を求める意見書提出に関する請
願書

安藤　和寿
末若　憲治

不採択

●議員より提出された意見書

●議員より提出された請願書

☆議案名についてはわかりやすい文言に置き換えています。

9
粕屋町議会だより№152
2019.3月議会号

臨
時
議
会

定
例
会 

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

注
目
予
算

賛
否
表

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
報
告
会

賛
否
表



粕屋町議会委員会条例
の一部を改正する発議

否決
提
案
者

　

本
田
芳
枝

賛
同
者

　

久
我
純
治

　

田
川
正
治

　

中
野
敏
郎

　

川
口　

晃

内
　
容

　

常
任
委
員
会
の
任
期
４
年
を
２
年
と
す
る

提
案
理
由

　

議
員
は
よ
り
幅
広
い
専
門
知
識
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
必
要
で
、
任
期
中
の
４
年
間
に

常
任
委
員
会
の
所
属
を
変
わ
る
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
委
員
会
の

構
成
や
所
属
の
自
由
を
確
保
で
き
る
と
す
る

こ
と
で
、
議
員
各
自
が
町
の
提
案
に
対
し
て

よ
り
一
層
自
由
闊か

達
っ
た
つ

な
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
そ
れ
が
議

会
か
ら
の
政
策
立
案
へ
つ
な
が
る
一
歩
と
な

り
、
議
会
の
活
性
化
を
促
す
大
き
な
う
ね
り

に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

反
対　
　

木
村
　
優
子

　

委
員
会
の
複
数
制
を
ど
う
す
る
の
か
、

同
時
に
見
直
す
必
要
性
が
出
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

複
数
制
は
今
期
続
行
と
な
っ
て
い
る
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

広
報
委
員
会
を
常
任
委
員
会
に
と
の
話

も
で
て
い
る
の
で
、し
っ
か
り
と
議
論
し
、

利
点
、
欠
点
な
ど
検
証
し
た
上
で
議
員
に

是
非
を
問
う
べ
き
で
す
。

　

条
例
を
変
更
す
る
の
で
す
か
ら
も
っ
と

慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

賛
成　
　

案
浦
　
兼
敏

　

委
員
会
に
所
属
す
る
議
員
の
専
門
性
を

高
め
る
た
め
に
は
、
特
に
新
人
議
員
に
は

２
年
任
期
は
短
す
ぎ
る
と
の
意
見
が
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
勉
強
す
る
気
が
な
け
れ
ば
、

何
年
た
っ
て
も
専
門
性
は
高
ま
ら
な
い
。

　

２
年
あ
れ
ば
充
分
勉
強
で
き
ま
す
。
そ

の
上
で
、
現
在
の
委
員
会
に
留
ま
る
か
、

希
望
す
る
委
員
会
へ
移
る
か
判
断
す
れ
ば

よ
い
。
こ
れ
を
可
能
と
す
る
条
例
の
改
正

に
賛
成
し
ま
す
。

賛
成　
　

中
野
　
敏
郎

　

長
年
私
が
問
題
に
し
て
き
た
議
会
運
営

委
員
会
の
決
定
が
、
そ
の
ま
ま
最
終
決
定

に
な
る
と
い
う
お
か
し
さ
。

　

こ
の
懸
案
が
今
回
み
ん
な
の
手
で
解
決

し
ま
し
た
。

　

議
員
の
平
等
が
確
保
さ
れ
た
ら
、
ま
ず

そ
れ
で
よ
い
。
そ
の
流
れ
の
中
で
の
、
こ

の
発
議
に
私
は
賛
成
い
た
し
ま
す
。

賛
成　
　

川
口
　
　
晃

　

発
議
１
号『
粕
屋
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
は
』、『
粕
屋
町
議
会

先
例（
申
し
合
わ
せ
）事
項
』の
口
頭
部
門

に
記
さ
れ
て
い
る『
常
任
委
員
会
委
員
長
・

副
委
員
長
の
任
期
２
年
』を
条
例
で
、
確

か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
発
議
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

私
は
こ
れ
を
条
例
化
す
る
こ
と
で
、
議

会
改
革
が
新
た
な
段
階
に
、
確
実
に
進
ん

で
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
賛
成
す
る
も
の

で
す
。
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委員会レポート

◎粕屋町職員の勤務時間に関する条例の一部が改正されました。

　長時間労働の是正のための措置として、民間労働法制においては、「働き方改
革を推進するための関係法律の整備に関する法律」により罰則付きの時間外労働
の上限規則などが導入され、国家公務員においても人事院規則で超過勤務命令を
行うことができる上限が定められました。

超過勤務命令の上限
　各省各庁の長は、原則として１箇月について45時間かつ１年について360時
間の範囲内（他律的な業務の比重の高い部署に勤務する職員に対しては、１箇月
について100時間未満、１年について720時間かつ２～６箇月平均80時間等の
範囲内）で、必要最小限の超過勤務を命ずるものとする。

上限時間の特例・要因の整理分析等
◦�大規模災害への対処等の重要な業務であっ
て、特に緊急に処理することを要する業務に
従事する職員又は従事していた職員に対して
は、上限時間を超えて超過勤務を命じること
ができる。

◦�上限時間を超えて超過勤務を命じた場合に
は、その要因の整理、分析及び検証を行うも
のとする。

◎�粕屋町副町長の定数が２人から１人になりました。
　住民のニーズの多様化への対応として、町の体制を整理するため職員の増員を
行うほか、平成30年度不在になっていた部長職を平成31年度から再配置するこ
とになりました。
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◎ブロック塀などの撤去工事へ補助金が交付されます。
目　　的：�災害時における通学路や避難路などの安全と通行を確保するため、地

震による倒壊の危険性が高いブロック塀の改善を加速し、安全•安心
のまちづくりを推進するため。

�補助対象：�通学路や避難路などの公道に面する高さ1m以上のブロック塀などの
撤去工事費

補�助�額：�補助対象工事費の２分の１、または10万9,000円のうち低い額

事業期間：平成31年度から令和２年度まで

◎�駕与丁公園活用提案についての
調査が実施されます。

駕与丁公園における賑わい創出のため、
民間事業者の自由な発想に基づく幅広い
アイデア募集や公園再整備事業への民間
活力導入についての意見聴取などを行う
ための調査が実施されます。

◎�平成14年に稼働を停止している
清掃センター（浄水場の隣）の解
体撤去工事に向けて、土壌汚染
調査が実施されます。

解体撤去工事：�令和２年12月から令和３年
12月まで（予定）

建 設 常 任 委 員 会

ぼた山から、風車を望む。
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◎粕屋町国民健康保険税が一部改正されました。
（平成31年４月１日から施行）

改正の内容

現　行 改正案

医療分 支援分 介護分 医療分 支援分 介護分

所得割率 6.80% 2.40% 2.20% 7.28% 2.22% 1.90%

均等割額 23,000円 9,000円 9,000円 24,000円 8,000円 9,000円

平等割額 25,000円 9,000円 8,000円 28,000円 8,000円 6,000円

◎北筑昇華苑使用料金の補助額が変わります。
北筑昇華苑組合の火葬料の値下げが行われることに伴い、粕屋町における火
葬料の補助金額の見直しが行われました。（半額を補助）
（平成31年４月１日から施行）

改正の内容

現　行 改正案

火葬料 補助額 火葬料 補助額

大人（10歳以上） 44,000 22,000 40,000 20,000

小人（10歳未満） 22,000 11,000 20,000 10,000

死産児 10,000 ��5,000 ��6,000 ��3,000

◎粕屋町福祉センター指定管理者が継続されました。
団体の名称
社会福祉法人粕屋町社会福祉協議会

　　　　　　会長　森　紘
指定管理者の指定の期間
　　　　　　�平成31年４月１日～
　　　　　　令和４年３月31日

厚 生 常 任 委 員 会

13
粕屋町議会だより№152
2019.3月議会号

臨
時
議
会

定
例
会 

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

注
目
予
算

賛
否
表

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
報
告
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト



　12月補正の収入に、複数匿名による寄附金27万6千
円が計上されていました。
　その使い道として、都市計画課において駕与丁公園の
水面がみえる場所に４基の素敵なベンチが設置されてい
ます。散歩の途中探してみましょう。

　おたふくかぜワクチンの接種費用の助成が予算化されました。
　（平成30年３月議会にて、全員賛成で採択された陳情）
対象
　おたふくかぜの予防接種を受けた１～３歳（４歳未満）の乳幼児
内容
　上記対象者に対し3，000円の助成を行います。詳しくはホームページ、または健康づくり課
へ（TEL�938-0258）問い合せください。
開始
　令和元年６月１日から

　平成30年３月議会で「粕屋町西部地区に民間の保育所を誘致することを要望する決議」を可
決しました。これを受けて町は、補正予算で対応し、平成31年４月にいろどり保育園が開園し
ました。
　４月６日入園式で園児達の笑顔を見て、粕屋町議会として取り組んでよかった、と再認識しま
した。

決議が実現しました

陳情が実りました

寄付によりベンチが

平成 31年４月から開園したいろどり保育園

追跡!! あれからどうなった？
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町政を問う  一般質問
　一般質問は定例会で行われ、粕屋町は会期の始めに行っています。議員は、町政
全般にわたって、町長など執行機関の考えを問いただします。
　質問の内容は事前に通告し、持ち時間60分の範囲で１問１答※で行います。
※質疑、答弁を理解するまで繰り返す方法

記事は会議録に基づき、議員個々の原稿を議員責任の基に掲載しております。
また、写真なども議員提出によるものを掲載してます。
詳細は会議録【ホームページ・議会事務局・粕屋フォーラム（図書館）に置く】をご参照ください。

※バラは粕屋町の町花です。

掲載は質問順としています。

平成31年３月４日、５日、６日実施

井上　正宏�議員　　P16
①圏域を越えた公共交通の整備は
②英語教育環境の整備・充実は

田川　正治�議員　　P17
①老朽化した町立保育所の建替え計画は
②小・中学校の体育館にエアコン設置を

太田　健策�議員　　P18
①学校給食共同調理場建設について
②児童虐待について

案浦　兼敏�議員　　P19
①町長公約を予算案に反映できたか
②就学前児童施設の整備計画策定を
③町のホームページリニューアルは

福永　善之�議員　　P20
①10連休、保育ニーズは

安藤　和寿�議員　　P21
①さらなる活性化に向けて新しい考えは

川口　晃�議員　　P22
①会計年度任用職員の対象範囲は
②主要農作物種子条例の制定要望を

久我　純治�議員　　P23
①�誰でも被害を訴える場所と制度づ
くりを
②スマホの学校持込み見直しは

中野　敏郎�議員　　P24
①「ベンチ」にどのような構想が
②伊賀駅周辺の安全対策は

本田　芳枝�議員　　P25
①未就学児から小・中学校までの連携は
②障がい児教育の支援は

鞭馬　直澄�議員　　P26
①町税の増収計画は
②費用削減の取り組みは
③品質管理ISOの取得検討を

※�今回の一般質問の中で発言された元号については、この中では発言のまま掲載いたしております。
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井上　正宏 議員

井
上

　

近
隣
町
と
連
携
し
、
圏

域
を
越
え
た
公
共
交
通
の

整
備
を
考
え
た
ら
ど
う
で

す
か
。

町
長

　

圏
域
を
越
え
た
新
た
な

公
共
交
通
の
手
段
は
厳
し

い
状
況
で
す
。

井
上

　

久
山
町
の
コ
ミ
ュ
二

テ
ィ
バ
ス
が
、
４
月
１
日

か
ら
ト
リ
ア
ス
を
起
点
に

Ｊ
Ｒ
篠
栗
駅
ま
で
の
乗
り

入
れ
が
始
ま
り
ま
す
。

圏
域
を
越
え
た
公
共

交
通
の
整
備
は

箱
田
・
町
長
／
環
境
状
況
を

考
え
ま
す
と
厳
し
い
状
況

町
長

　

久
山
町
の
コ
ミ
ュ
二

テ
ィ
バ
ス
が
西
鉄
バ
ス
の

Ｊ
Ｒ
篠
栗
駅
ま
で
の
代
わ

り
と
し
ま
し
て
、
乗
り
入

れ
は
承
知
し
て
お
り
ま

す
。

井
上

　

久
山
町
の
コ
ミ
ュ
二

テ
ィ
バ
ス
を
ト
リ
ア
ス
か

ら
Ｊ
Ｒ
長
者
原
駅
ま
で
の

乗
り
入
れ
に
つ
い
て
ど
う

考
え
ま
す
か
。

町
長

　

今
現
在
、久
山
町
か
ら
は

何
も
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

井
上

　

町
長
選
挙
公
約
、
誇
れ

る
ま
ち
づ
く
り
の
な
か
で
、

英
語
教
育
環
境
の
整
備
充

実
に
つ
い
て
、
何
を
ど
う

取
り
組
ん
で
い
か
れ
ま
す

か
。

町
長

　

こ
ど
も
の
時
か
ら
英
会

話
教
育
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
小
学

校
に
お
き
ま
し
て
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
ほ
か
に
英
語
専
科
教

員
の
体
制
づ
く
り
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

西
村・教
育
長

　

今
、
各
中
学
校
と
も
英

語
の
教
員
が
研
修
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。

　

い
い
指
導
を
両
中
学
校

で
は
や
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
が
現
状
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

圏
域
を
越
え
た
総
合
的

な
バ
ス
と
い
う
の
は
費
用

的
な
も
の
で
難
し
い
。

井
上

　

今
後
、
各
方
面
か
ら
久

山
町
の
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
バ

ス
の
乗
り
入
れ
の
相
談
が

あ
れ
ば
ど
う
さ
れ
ま
す
か
。

町
長

　

ま
だ
、
現
実
的
に
あ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
け
ど
、
そ

れ
は
当
然
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

井
上

　

久
山
町
の
コ
ミ
ュ
二

英語教育環境の整備・充実は
箱田・町長／英会話のスキルアップを目指す

テ
ィ
バ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
粕
屋
町
民
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
い
ろ
ん

な
相
乗
効
果
が
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
が
。

町
長

　

関
係
監
督
官
庁
の
陸
運

局
な
ど
の
調
整

が
必
要
で
す
。

　

そ
の
調
整
を

久
山
町
の
ほ
う

で
し
て
、
見
込

み
が
あ
れ
ば
多

分
お
話
が
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま

す
。

英会話教育楽しみです粕屋町を代表するJR長者原駅
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田川　正治 議員

老朽化した町立保育所の建替え計画は
箱田・町長/具体的な計画ができ次第報告します

田
川

　

町
立
保
育
所
建
替
え
特

別
委
員
会
は
、
仲
原
と

中
央
保
育
所
を
３
年
以
内

に
建
て
替
え
、
財
源
は
財

政
調
整
基
金
な
ど
の
活
用

を
提
案
し
て
い
ま
し
た
が
、

検
討
さ
れ
ま
し
た
か
。

町
長

　

様
々
な
選
択
肢
が
あ
る

中
で
、
誠
実
に
こ
の
問
題

に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
は

当
た
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

建
て
替
え
が
完
了
す
る

ま
で
の
間
、
子
供
た
ち

が
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
施
設
の
営
繕
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

田
川

　

消
費
税
10
％
増
税
で
保

育
料
が
無
償
化
に
な
っ

て
も
、
低
所
得
者
に
は

恩
恵
が
少
な
く
、
年
収

６
４
０
万
円
以
上
の
世
帯

に
負
担
軽
減
の
配
分
が
多

く
、
町
立
保
育
所
は
32
年

度
以
降
は
無
償
化
の
財
源

は
全
額
町
の
負
担
に
な
り
、

給
食
費
も
有
料
の
ま
ま
で

す
。

神
近・こ
ど
も
未
来
課
長

　

３
歳
か
ら
５
歳
は
全
て

無
償
で
、
０
歳
か
ら
２
歳

は
住
民
税
非
課
税
世
帯
は

無
償
で
す
。

　

財
源
は
31
年
度
は
全
額

国
費
で
対
応
す
る
予
定
で

す
が
、
32
年

度
は
無
償
化

に
か
か
る
地

方
負
担
に
つ

い
て
は
国
で

検
討
し
て
い

ま
す
。

小
・
中
学
校
の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

箱
田
・
町
長
／
国
の
補
助
金
や
緊
急
防
災
の
起
債
も
検
討
す
る

田
川

　

災
害
避
難
所
で
あ
る

小
・
中
学
校
の
体
育
館
や

特
別
支
援
学
級
の
各
部
屋

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、

待
機
児
童
解
消
の
た
め
学

童
保
育
の
増
設
と
給
食
費

の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
ま
す
。

山
野・学
校
教
育
課
長

　

学
童
保
育
は
、
申
し
込

み
が
年
々
増
加
し
て
お

り
、
西
小
学
校
の
校
庭
内

に
増
設
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

支
援
学
級
は
、
議
員
が

言
わ
れ
ま
し
た
よ
う
に

教
室
を
二
つ
に
分
け
て
お

り
、
天
井
か
ら
音
が
漏
れ

な
い
こ
と
も
加
え
た
対
策

を
今
後
行
い
ま
す
。

町
長

　

私
も
、
体
育
館
の
空
調

機
の
設
置
に
つ
い
て
は
国

の
方
に
も
要
望
し
て
い
ま

す
。

　

国
の
補
助
金
が
付
け
ば

一
番
い
い
の
で
す
が
、
で

き
な
い
場
合
は
、
緊
急
防

災
で
の
起
債
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

今
泉・経
営
政
策
課
長

　

体
育
館
は
、
避
難
所
に

な
っ
て
お
り
、
エ
ア
コ
ン

設
置
を
今
後
検
討
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

避難所指定の学校の体育館

▶
建
て
替
え
必
要
な
町
立
保
育
所
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太田　健策 議員

太
田

　

廃
棄
物
処
分
の
支
払
い

が
西
松
建
設
、
九
電
工
と

な
っ
て
い
ま
す
が
。

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　

町
と
Ｓ
Ｐ
Ｃ
及
び
西
松

建
設
、
㈱
九
電
工
と
第

三
者
契
約
を
締
結
し
て
支

払
っ
て
お
り
ま
す
。

太
田

　

廃
棄
物
処
分
の
九
電
工

へ
の
27
年
度
分
が
請
求
辞

退
と
な
っ
て
い
ま
す
が
。

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　

㈱
九
電
工
が
支
払
う
根

拠
と
な
る
書
類
が
揃
え
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、

太
田

　

廃
棄
物
処
分
に
係
る
内

訳
、
実
質
支
払
額
の
内
訳

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
議
会
報
告
会
で
町

民
に
説
明
す
る
た
め
。

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　

廃
棄
物
処
理
に
係
る
表

を
提
出
し
て
、
そ
の
説
明

を
行
っ
て
、
議
決
さ
れ
た

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

西
村・教
育
長

　

今
改
め
て
出
せ
と
言
わ

れ
ま
し
て
も
、
準
備
室
長

は
そ
の
都
度
準
備
さ
れ
て

議
員
の
皆
さ
ん
に
行
っ
て

い
ま
す
。

太
田

　

給
食
セ
ン
タ
ー
契
約
と

内
容
は
ど
な
た
が
立
会
わ

れ
ま
し
た
か
。

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　

粕
屋
町
は
学
校
給
食

サ
ー
ビ
ス
と
の
契
約
を
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

の
事
は
誰
だ
っ
た
の
か
把

握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

箱
田・町
長

　

町
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
契
約
に
つ
い
て
は
、
当

然
町
の
担
当
者
が
立
会
い
、

確
認
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
の
質
問
の
契
約

に
つ
い
て
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法

に
則の

っ
と

っ
た
契
約
で
ご
ざ

い
ま
す
。

太
田

　

い
じ
め
、
虐
待
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
行
わ
れ
て

い
ま
す
か
。教

育
長

　

い
じ
め
に
関
し
て
は
毎

月
一
回
、各
学
校
と
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。

山
野・学
校
教
育
課
長

　

雇
用
し
て
い
ま
す
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
・
他
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
対
応
し
て

い
ま
す
。

太
田

　

虐
待
事
件
に
つ
い
て
学

校
間
の
話
し
合
い
は
行
わ

れ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

　

毎
月
定
例
の
校
長
会
を

や
っ
て
お
り
ま
す
。
教
頭

と
生
徒
指
導
担
当
で
各
会

議
を
行
な
い
、
情
報
公
開

し
て
い
ま
す
。

児童虐待について
西村・教育長／ 毎月定例の校長会を

行っています

請
求
を
辞
退
さ
れ
ま
し
た
。

太
田

　

書
類
を
揃
え
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ

で
済
む
の
で
す
か
。

　

町
に
は
、
法
律
が
あ
っ

て
罰
則
が
あ
る
が
、
そ
れ

が
出
来
な
い
わ
け
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
す
か
。

　

工
事
中
断
で
発
生
し

た
増
加
費
用
の
金
額
の

明
細
と
最
終
合
意
に

至
っ
た
金
額
と
交
渉
の

内
容
を
求
め
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　

返
答
な
し
。

太
田

　

竣
工
検
査
は
ど
の
よ

う
な
か
た
ち
で
行
わ
れ

ま
し
た
か
。

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　

㈱
長
大
の
資
格
を

持
っ
た
３
名
を
同
行
さ

せ
、
検
査
を
一
緒
に
行

い
、
そ
の

中
で
指
摘

の
あ
っ
た

項
目
に
つ

い
て
は
、

改
善
さ
せ

引
渡
を
行

い
ま
し
た
。

新給食センター

学
校
給
食
共
同
調
理
場

建
設
に
つ
い
て

𠮷
村
・
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
／

町
と
㈱
粕
屋
町
学
校
給
食

サ
ー
ビ
ス
と
契
約
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案浦　兼敏 議員
案
浦

　

当
初
予
算
に
、
ど
の

程
度
町
長
の
公
約
を
盛

り
込
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
か
。町

長

　

非
常
に
厳
し
い
財
源
の

中
、「
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、

学
童
保
育
所
の
増
設
や
学

校
へ
の
ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
の
活
用
、「
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
し

て
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運

行
充
実
や
バ
ス
停
の
ベ
ン

チ
設
置
、「
誇
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
と
し
て
、
駕
与

丁
公
園
活
用
の
検
討
や
小

学
校
英
語
専
科
教
員
の
配

置
、「
安
心
し
て
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し

て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修

や
隣
保
館
・
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
診
断
な
ど
、

可
能
な
限
り
公
約
を
実
現

で
き
る
よ
う
、
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。

町長公約を予算案に反映できたか
箱田・町長／財源が厳しい中、可能な限り計上

就
学
前
児
童
施
設
の
整
備
計
画
策
定
を

箱
田
・
町
長
／
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
中
で
検
討
す
る

案
浦

　

待
機
児
童
解
消
の
た
め

に
、
児
童
問
題
の
専
門
家

を
中
心
と
す
る
会
議
を
立

ち
上
げ
、
就
学
前
児
童
施

設
の
整
備
計
画
を
策
定
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

　

そ
の
中
で
、
児
童
数
の

将
来
予
測
、
町
立
と
民
間

の
役
割
分
担
な
ど
を
十
分

検
討
し
て
ほ
し
い
。

町
長

　

現
在
、
子
ど
も
子
育
て

会
議
を
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
中
で
、
今
後

の
保
育
所
・
幼
稚
園
の
あ

り
方
や
児
童
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
、
委
員
の
皆
様

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は

中
小
原
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
長
／
技
術
革
新
で
町
の
魅
力
を
発
信
し
た
い

案
浦

　

現
在
の
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
通
信
技
術
の
進
歩

や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
伴
い

陳
腐
化
し
、
他
町
に
後
れ

を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
魅
力
発
信
や
町
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
戦
略
的
な
も
の

に
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

箱
田・町
長

　

若
者
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
を
使
っ
て
、
常
に

情
報
の
収
集
や
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
沿
っ
た
形
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
き
た

い
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

利
用
者
ニ
ー
ズ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
技
術
革
新

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
シ

ス
テ
ム
に
す
る
と
と
も
に
、

粕
屋
町
の
魅
力
や
特
色

を
発
信
で
き
る
よ
う
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
た
い
。

　

来
年
3
月
か
4
月
に

オ
ー
プ
ン
で
き
る
よ
う
構

築
し
た
い
。

・�

公
共
施
設
の
整
備
に
つ

い
て

・�

財
源
確
保
対
策
に
つ
い

て

その他の質問
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福永　善之 議員

10
連
休
、

保
育
ニ
ー
ズ
は

神
近
・
子
ど
も
未
来
課
長
／

利
用
者
の
声
は
特
に
な
い

福
永

　

議
会
主
催
の
町
民
と
議

会
の
意
見
交
換
会
で
は
、

土
曜
日
保
育
の
受
け
入
れ

を
私
立
園
と
同
等
に
し
て

ほ
し
い
、
と
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

　

３
つ
の
町
立
保
育
所
の

土
曜
日
保
育
の
受
け
入
れ

時
間
は
、
16
時
ま
で
（
第

二
土
曜
日
は
、
12
時
30
分

ま
で
）
で
す
。

　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
は
。

子
ど
も
未
来
課
長

　

土
曜
日
の
受
け
入
れ
は
、

７
時
か
ら
16
時
で
す
。

　

各
保
育
所
に
は
、
利
用

者
か
ら
の
意
見
は
特
に
あ

り
ま
せ
ん
。福

永

　

利
用
者
か
ら
意
見
が
な

け
れ
ば
、
現
状
維
持
で
良

い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
立
園
と
同

等
の
受
け
入
れ
時
間
に
関

し
て
は
。

子
ど
も
未
来
課
長

　

受
け
入
れ
時
間
を
延
長

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
保

育
士
の
勤
務
シ
フ
ト
の
変

更
や
新
た
な
保
育
士
の
確

保
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　

ぎ
り
ぎ
り
の
人
員
で
運

営
し
て
お
り
、
保
育
の
延

長
は
困
難
で
す
。

　

し
か
し
、
平
成
31
年
４

月
か
ら
、
第
二
土
曜
日
は
、

16
時
ま
で
延
長
す
る
予
定

で
す
。

福
永

　

通
常
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤

務
は
、
17
時
や
18
時
で
終

了
す
る
流
れ
だ
と
思
い
ま

す
。

　

園
の
受
け
入
れ
が
16
時

ま
で
だ
と
、
お
迎
え
が
困

難
な
の
か
な
、
と
の
認
識

が
私
に
は
あ
り
ま
す
。

　

現
状
の
保
育
士
不
足
は

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

内
閣
府
の
調
査
で
は
、

土
曜
日
保
育
の
利
用
者
は

全
体
の
３
割
程
度
と
の
こ

と
で
す
。

　

土
曜
日
の
開
園
に
つ
い

て
、
３
園
が
そ
れ
ぞ
れ
開

所
す
る
の
で
は
な
く
、
１

園
に
集
約
す
る
共
同
保
育

の
試
み
も
議
論
し
て
ほ
し

い
と
考
え
ま
す
。

子
ど
も
未
来
課
長

　

土
曜
日
の
保
育
を
一
つ

に
集
約
す
れ
ば
、
人
員
問

題
は
解
決
す
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
土
曜
日
だ
け
、

普
段
と
違
う
保
育
所
へ
通

う
こ
と
に
な
る
と
、
園
児

の
不
安
や
戸
惑
い
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
検
討
課
題
で
す
。

福
永

　

皇
位
継
承
に
伴
う
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、

４
月
27
日
か
ら
５
月
６
日

の
10
連
休
の
よ
う
で
す
。

　

利
用
者
の
声
は
。

子
ど
も
未
来
課
長

　

町
が
認
可
し
て
い
る
町

立
・
私
立
の
園
に
確
認
し

ま
し
た
が
、
利
用
者
か
ら

の
意
見
は
特
に
あ
り
ま
せ

ん
。

福
永

　

利
用
者
か
ら
の
声
が
な

け
れ
ば
、
カ
レ
ン
ダ
ー
通

り
の
休
園
対
応
で
良
い
と

思
い
ま
す
。

子
ど
も
未
来
課
長

　

今
の
所
、
同
期
間
中
、

４
月
27
日
の
土
曜
日
は
、

開
所
す
る
予
定
で
す
。

GW期間中の粕屋町認可保育所の開所の有無
開所：〇　閉所：X

日付

月 4 5

日 27 28 29 30 1

曜日 土 日 月 火 水

開所の有無 〇 X X X X

日付

月 5

日 2 3 4 5 6

曜日 木 金 土 日 月

開所の有無 X X X X X
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安
藤

　

地
域
の
活
性
化
は
商
工

会
・
地
元
商
店
と
行
政
が

連
携
す
る
な
ど
、
様
々
な

物
の
売
り
買
い
と
い
う
経

済
的
な
役
割
、
人
が
出
会

う
場
、
賑
わ
い
を
作
る
と

い
う
社
会
的
役
割
、
そ
し

て
情
報
発
信
や
住
民
参
加

型
の
祭
り
が
あ
る
と
い
う

よ
う
な
文
化
的
役
割
だ
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
の
新
し
い
活
性
化

の
考
え
は
。町

長

　

町
を
元
気
に
す
る
こ
と
、

そ
の
中
で
、
産
業
、
観
光

と
い
っ
た
視
線
で
、
元
気

に
な
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
、

大
き
な
行
動
を
起
こ
す
べ

き
と
思
い
ま
す
。

　

農
産
物
の
情
報
発
信
に

力
を
入
れ
、
商
工
会
と
連

携
し
て
、
元
気
に
す
る
ブ

ラ
ン
ド
化
を
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。安

藤

　

な
な
つ
星
㏌
九
州
、
人

気
は
衰
え
を
知
ら
ず
豪

華
寝
台
列
車
に
よ
っ
て
地

域
の
活
性
化
、
観
光
産
業

を
資
力
と
し
て
い
る
自
治

体
は
、
我
が
町
に
停
車
と
、

な
な
つ
星
を
活
用
し
た
Ｐ

Ｒ
事
業
を
行
う
た
め
、
誘

致
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

酒
殿
駅
近
郊
の
駕
与
丁

公
園
で
の
安
全
な
ジ
ョ
ギ

ン
グ
な
ど
、
立
ち
寄
り
観

光
と
し
て
誘
致
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。

町
長

　

今
は
、
バ
ラ
ま
つ
り
な

ど
時
期
に
合
わ
せ
て
企
画

さ
れ
、
バ
ラ
の
観
賞
な
ど

連
携
し
て
駕
与
丁
公
園
を

中
心
と
し
た
自
然
環
境
が

粕
屋
町
の
大
き
な
売
り
と

思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
九
州
の
方
に
投
げ

か
け
な
が
ら
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。安

藤

　

な
な
つ
星
が
停
車
・
通

過
す
る
自
治
体
で
は
、
熱

烈
な
歓
迎
、
お
も
て
な
し

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
も
て
な
し
の
心
を
体

験
す
る
こ
と
は
子
供
た
ち

に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
か
。

西
村・教
育
長

　

粕
屋
町
の
Ｊ
Ｒ
駅
は
六

つ
あ
り
、
停
ま
っ
て
い
た

だ
く
と
皆
さ
ん
が
集
ま
っ

て
色
々
な
こ
と
を
経
験
で

き
る
と
思
い
ま
す
が
、
な

な
つ
星
に
小
学
生
を
乗
せ

る
よ
う
な
提
案
を
考
え
て

い
た
だ
く
ほ
う
が
私
は
あ

り
が
た
い
で
す
。

安
藤

　

お
も
て
な
し
学
に
関
し

て
は
挨
拶
や
マ
ナ
ー
の
重

要
性
に
気
づ
き
気
持
ち
よ

く
相
手
に
接
す
る
、
相
手

の
こ
と
を
思
っ
て
、
進
ん

で
助
け
よ
う
と
す
る
子
ど

も
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
聞
き
ま
し
た
。

　

是
非
、
粕
屋
町
に
も
な

な
つ
星
、
誘
致
に
向
け
た

働
き
か
け
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

安藤　和寿 議員

粕屋町の活性化、新しい考えは
箱田・町長／町のブランド化を研究していく

プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
・
報
道
に
つ

い
て

その他の質問
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川口　晃 議員

会
計
年
度
任
用
職
員

の
対
象
範
囲
は

堺
・
総
務
課
長
／
嘱
託
・
臨
時

職
員
は
ほ
ぼ
移
行
対
象
に

川
口

　

イ
ン
ド
で
は
（
種
子
メ

ジ
ャ
ー
の
）
モ
ン
サ
ン
ト

社
は
『
Ｂ
Ｔ
綿
』
を
導
入

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
思
っ
た
以
上

に
綿
の
不
作
や
病
気
が
発

生
し
て
、
綿
花
農
家
は
借

金
に
追
わ
れ
、マ
ハ
ラ
シ
ュ

ト
州
で
は
２
０
０
２
年
か

ら
２
０
１
２
年
ま
で
の
10

年
間
で
、
17
万
人
の
自
殺

者
が
出
た
そ
う
で
す
。

　

大
作
と
言
わ
れ
る
『
大

規
模
農
家
』
ほ
ど
大
き
な

被
害
を
被
こ
う
むり
ま
す
。

　

全
国
的
な
事
態
が
動
い

て
い
ま
す
。

　
『
福
岡
県
主
要
農
作
物

種
子
条
例
』
制
定
を
行
政

と
し
て
、
強
く
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
に
県
に
要
望
し
て

く
だ
さ
い
。町

長

　

県
と
協
議
し
て
ま
い
り

ま
す
。

川
口

　

種
子
メ
ジ
ャ
ー
が
開
発

し
た
危
険
な
除
草
剤
を
公

園
や
学
校
で
使
用
し
て
い

ま
せ
ん
か
。

田
代・都
市
計
画
課
長

　

草
地
で
は
前
述
の
除
草

剤
を
使
用
し
て
い
る
所
も

あ
り
ま
す
。

　

公
園
な
ど
は
農
薬
取
締

法
に
登
録
さ
れ
た
除
草
剤

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

主要農作物種子条例の制定要望を
箱田・町長／県と協議してまいります

川
口

　
『
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
の
導
入
な
ど
に
向
け

た
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
』
の
『
改
正
法
の
趣
旨
』

で
は
「
教
育
子
育
て
な
ど
、

様
々
な
分
野
で
…
…
現
状

に
お
い
て
地
方
行
政
の
重

要
な
担
い
手
と
な
っ
て
い

ま
す
」
と
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。

　

箱
田
町
長
の
認
識
は
、

こ
の
趣
旨
と
一
致
し
て
い

ま
す
か
。箱

田・町
長

　

嘱
託
・
臨
時
職
員
さ
ん

は
、
非
常
に
行
政
機
関
の

中
で
豊
富
な
知
識
を
得
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

戦
力
と
し
て
も
、
評
価

し
て
お
り
ま
す
。

川
口

　

個
々
の
非
正
規
の
職
員

さ
ん
は
「
自
分
は
ど
う
な

る
の
か
」
と
心
配
で
し
ょ

う
。

　

フ
ル
タ
イ
ム
の
会
計
年
度

職
員
に
な
る
と
共
済
制
度
の

適
用
を
受
け
た
り
、
退
職
金

制
度
も
あ
り
、
各
種
の
制
度

が
加
え
ら
れ
ま
す
。

　

パ
ー
ト
で
も

期
末
手
当
の
適

用
も
あ
り
、
確

か
に
改
善
面
も

あ
り
ま
す
。

　

会
計
年
度
任

用
職
員
に
移
行

さ
れ
る
職
員
の

範
囲
は
何
名
ぐ

ら
い
で
す
か
。

総
務
課
長

　

大
ま
か
な
考
え
方
で

は
、
現
在
雇
用
し
て
い
ま

す
嘱
託
及
び
臨
時
の
職
員

は
ほ
ぼ
会
計
年
度
任
用
職

員
に
移
行
す
る
対
象
と
な

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
、
各
所
管
と
協
議

し
、
本
人
の
意
向
も
踏
ま

え
て
決
定
し
ま
す
。

〇�

統
計
及
び
地
方

交
付
税
問
題
に

つ
い
て

〇�

子
ど
も
達
に
幸

せ
と
人
権
を

その他の質問

【論文】
「会計年度任用職員」導入による公務員制度の大転換

（坂井 雅博）

（自治体問題研究所論文より転載）
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久
我

　

児
童
虐
待
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

セ
ク
ハ
ラ
、
Ｄ
Ｖ
、
誰
で

も
被
害
を
訴
え
る
こ
と
が

で
き
る
場
所
、
制
度
づ
く

り
に
つ
い
て
で
す
が
、
学

校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
取
っ
て

い
ま
す
か
。

山
野・学
校
教
育
課
長

　

学
校
関
係
は
実
際
毎
月

１
回
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

神
近・こ
ど
も
未
来
課
長

　

保
育
所
・
幼
稚
園
で
の

ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
。

久
我

　

粕
屋
町
職
員
の
中
で
の

パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
。

堺・総
務
課
長

　

職
員
に
対
し
ア
ン
ケ
ー

ト
は
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
か

ど
う
か
は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
ま
す
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ

の
相
談
は
あ
り
ま
す
。

　

現
状
は
、
総
務
課
庶
務

人
事
係
か
町
が
委
託
し
て

い
る
業
者
Ｅ
Ａ
Ｐ
で
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

西
村・教
育
長

　

条
例
、
条
例
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
法
を
つ
く
れ
ば

い
い
と
い
う
こ
と
で
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰

に
で
も
起
こ
り
え
る
と
い

う
こ
と
が
、
常
に
学
校
の

合
言
葉
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
い
じ
め
は
な
い

久我　純治 議員

誰でも被害を訴える場所と制度づくりを
箱田・町長／専門家を入れた相談窓口を31年度設置

久
我

　

学
校
へ
の
ス
マ
ホ
の
持

込
み
見
直
し
を
、
文
部
科

学
省
が
始
め
る
そ
う
で
す
。

　

学
校
側
と
し
て
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

教
育
長

　

緊
急
時
に
は
、
学
校
か

ら
親
に
対
応
し
ま
す
の
で
、

持
込
み
禁
止
は
現
状
維
持

で
す
。

ス
マ
ホ
の
学
校
持
込
み
見
直
し
は

西
村
・
教
育
長
／
現
状
維
持
で
持
込
み
禁
止

か
と
聞
か
れ
ま
す
と
、「
な

い
」
と
は
答
え
る
教
師
は

い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
あ
っ
て
い
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
自
分
の
耳

に
届
い
て
な
い
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　

お
気
づ
き
だ
っ
た
ら
教

え
て
く
だ
さ
い
と
言
う
と

思
い
ま
す
。町

長

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
解
決
で
き

ま
せ
ん
。

　

あ
る
個
人
の
方
が
特
定

の
個
人
に
攻
撃
さ
れ
る
。

　

こ
れ
は
相
談
で
す
の
で

一
つ
の
個
別
の
対
応
を
し

な
い
と
い
け
な
い
。

　

専
門
家
を
入
れ
た
相
談

窓
口
を
平
成
31
年
度
に
町

内
に
設
置
し
ま
す
。

　

町
内
の
相
談
所
に
行
き
、

相
談
を
受
け
た
専
門
家
の

方
が
町
の
委
員
会
を
つ
く

り
、
解
決
に
向
け
た
努
力

を
行
い
ま
す
。
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中野　敏郎 議員

中
野

　

施
政
方
針
に
あ
る
ベ
ン

チ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
構
想
が
。

町
長

　

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
視
点
か
ら
、
公

共
の
場
に
ベ
ン
チ
を
設
置

し
ま
す
。

　

賛
同
い
た
だ
け
る
方
の

寄
付
に
よ
り
ベ
ン
チ
を
設

置
し
、「
思
い
や
り
ベ
ン

チ
」
な
ど
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

を
考
え
、
寄
贈
者
の
名
前

を
入
れ
、
広
め
て
い
こ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
ベ
ン
チ
」に
ど
の

よ
う
な
構
想
が

箱
田
・
町
長
／
寄
付
に
よ
る

ベ
ン
チ
で
住
み
や
す
く

中
野

　

今
回
の
ベ
ン
チ
は
、
町

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る

駕
与
丁
公
園
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
町
内
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
く

れ
た
ら
素
敵
な
ま
ち
に
な

り
そ
う
で
す
が
。

町
長

　

長
崎
で
も
、
バ
ス
停
を

果
物
の
形
で
設
置
し
て
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

　

住
民
の
方
々
が
、
町
の

将
来
を
考
え
参
画
し
た
い

と
い
う
思
い
を
寄
付
に
よ

る
ベ
ン
チ
で
具
現
化
し
て
、

英国ではこのような寄贈ベンチが

中
野

　

伊
賀
駅
近
辺
の
県
道
工

事
計
画
は
。

安
松・道
路
環
境
整
備
課
長

　

若
宮
の
交
差
点
が
完
了

し
た
ら
、
次
は
県
道
伊
賀

仲
原
線
と
い
う
回
答
を
県

か
ら
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

中
野

　

私
は
こ
の
エ
リ
ア
が
町

内
で
一
番
危
険
箇
所
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

朝
の
時
間
帯
通
り
た
く

な
い
く
ら
い
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
子
ど
も
通
学
路

に
関
す
る
点
検
は
ど
の
よ

う
に
し
て
あ
る
か
。

山
野・学
校
教
育
課
長

　

２
年
に
１
回
各
関
係
機

関
に
お
越
し
い
た
だ
い
て

通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

関
係
者
会
議
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

　

危
険
性
が
高
い
と
こ
ろ

か
ら
優
先
順
位
を
つ
け
て

施
工
す
る
よ
う
に
し
て
お

り
ま
す
。

中
野

　

町
長
の
見
る
町
内
危
険

箇
所
は
。

町
長

　

町
内
数
箇
所
は
ご
ざ
い

ま
す
。

　

議
員
指
摘
の
伊
賀
駅
周

辺
も
県
と
の
協
議
を
私
も

強
く
要
望
し
な
が
ら
、
解

決
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

伊賀駅周辺の安全対策は
箱田・町長／県との協議を強く要望します

施
政
方
針
か
ら

その他の質問

町
全
体
が
便
利
で
住
み
や

す
く
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
た
い
。
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本
田

　

障
が
い
児
保
育
・
教
育

に
つ
い
て
、「
第
１
期
粕

屋
町
障
が
い
児
福
祉
計

画
」
が
発
表
さ
れ
一
年
が

経
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

適
切
な
療
育
と
教
育
の

場
や
機
会
を
充
実
さ
せ
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の

社
会
参
加
が
促
進
さ
れ
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

目
指
し
た
計
画
書
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

町
立
保
育
所
で
は
中
程

度
の
障
が
い
児
を
受
け
入

れ
る
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

職
員
の
研
修
は
。

神
近・子
ど
も
未
来
課
長

　

専
門
の
講
師
を
招
い
て

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

本
田

　

未
就
学
児
か
ら
小
学
校

に
入
っ
て
先
生
方
が
変
わ

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
引

継
ぎ
、
あ
る
い
は
連
携
が

と
て
も
大
切
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

粕
屋
町
で
は
発
達
の
経

過
を
報
告
書
に
し
て
個
別

の
教
育
支
援
計
画
・
指
導

計
画
を
作
成
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
。

教
育
長

　

個
別
の
支
援
計
画
・
指

導
計
画
に
つ
い
て
は
対
象

児
童
生
徒
全
員
分
あ
り
ま

す
。

　

支
援
ノ
ー
ト
と
い
う
形

で
、
次
の
学
年
、
小
学
校

か
ら
中
学
校
へ
申
し
送
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
高
校
に
も
送
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
継
続
し
て
つ
な
ぎ
な

本田　芳枝 議員

未就学児から小・中学校までの連携は
西村・教育長／継続してつなぎながら見守ります

本
田

　

計
画
書
の
「
共
に
育
つ

場
と
学
校
教
育
の
充
実
」

と
い
う
施
策
の
進
捗
状
況

を
尋
ね
ま
す
。

学
校
教
育
課
長

　

各
小
学
校
に
お
い
て
、

交
流
及
び
共
同
学
習
、

様
々
な
学
校
行
事
に
お
い

て
通
常
学
級
の
子
ど
も
た

ち
と
関
わ
る
学
習
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
粕
屋
東
中
学
校

に
お
い
て
２
ヶ
年
計
画
で

文
部
科
学
省
指
定
の
特
別

支
援
教
育
の
視
点
を
踏
ま

え
た
学
校
経
営
構
築
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

九
州
大
学
の
教
授
、
県

の
指
導
主
事
、
県
立
福
岡

支
援
学
校
の
先
生
な
ど
か

ら
助
言
を
頂
き
な
が
ら
粕

屋
町
全
体
に
こ
の
内
容
を

幅
広
く
伝
え
て
い
く
組
織

づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

幼
保
小
中
連
携
を
視
点

に
お
い
て
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

板
書
の
色
や
教
師
の
指

障
が
い
児
教
育
の
支
援
は

山
野
・
学
校
教
育
課
長
／
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

示
方
法
の
工
夫
な
ど
、
ど

の
子
も
楽
し
く
わ
か
る
授

業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
年
度
は
新
た

に
※

特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
連
絡
協

議
会
を
２
回
開
催
し
ま
し

た
。

が
ら
、
見
守
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※�

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
児
童
生
徒

へ
の
適
切
な
支
援
の
た
め

に
、
関
係
機
関
・
者
間
を

連
絡
・
調
整
し
、
協
同
的

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
校
長
が
指
名
し

た
役
職
で
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
の
事

務
手
続
き
に
つ

い
て

その他の質問

小中学校のクラス数と子どもの数
クラス数 子どもの数

通常学級 99 3218
特別支援学級 47 288
小学校　計 146 3506
通常学級 36 1349

特別支援学級 13 66
中学校　計 49 1415
粕屋町教育委員会　平成30年5月1日
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鞭馬　直澄 議員

鞭
馬

　

町
税
の
増
収
計
画
は
。

町
長

　

固
定
資
産
税
の
伸
び
を

誘
導
す
る
企
業
誘
致
が

ポ
イ
ン
ト
と
考
え
て
い
ま

す
。

鞭
馬

　

企
業
誘
致
の
現
状
は
。

町
長

　

粕
屋
町
は
企
業
に
と
っ

て
非
常
に
有
利
な
経
済
的

発
展
を
見
込
め
る
立
地
条

件
で
あ
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
あ
り
ま

す
。

　

粕
屋
町
が
潤
う
こ
と
で

町
税
の
増
収
計
画
は

箱
田
・
町
長
／
企
業
誘
致
が

ポ
イ
ン
ト
と
考
え
て
い
る

す
の
で
全
面
的
に
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

鞭
馬

企
業
誘
致
へ
の
粕
屋
町
の

「
強
味
」
は
。町

長

　

場
所
に
よ
り
ま
す
が
、

掘
削
す
れ
ば
い
い
水
質
の

水
が
出
ま
す
。

　

軌
道
、
道
路
の
交
通
ア

ク
セ
ス
の
便
が
よ
い
。

　

ま
と
ま
っ
た
調
整
区
域

が
あ
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
プ
ラ
ン
の
見

直
し
を
図
っ
て
い
る
中
で

委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
指

摘
を
受
け
て
い
ま
す
。

鞭
馬

　

費
用
削
減
の
取
り
組
み

は
。

町
長

　

経
常
経
費
の
削
減
は
委

託
と
管
理
の
集
約
化
で
節

約
を
図
り
ま
す
。

鞭
馬

　

ド
ー
ム
の
温
水
プ
ー
ル

は
年
中
利
用
が
で
き
、
小

中
学
校
の
授
業
で
使
え
ば

経
費
削
減
に
な
り
ま
す
。

鞭
馬

　

業
務
の
あ
り
方
、
進
め

方
、
ミ
ス
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
の
取
り
組
み
は
。

町
長

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、

内
部
統
制
、
資
質
の
向
上

を
図
る
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。

品質管理ISOの
取得検討を　　

箱田・町長／
調査研究を一生懸命行います

費用削減の取り組みは
箱田・町長／
委託と管理の集約化で節約を図る

町
長

　

非
常
に
い
い
ア
イ
デ
ア

と
思
い
ま
す
。

西
村・教
育
長

　

一
ク
ラ
ス
８
時
間
か
ら

10
時
間
の
授
業
を
行
っ
て

お
り
、
送
迎
を
含
め
る
と

３
時
間
か
か
り
ま
す
。

　

割
り
振
り
の
段
階
で
無

理
が
あ
り
ま
す
。

鞭
馬

　

現
状
を
い
か
に
打
破
す

る
か
が
非
常
に
大
事
な
こ

と
で
す
。

　

実
施
に
向
け
て
課
題
を

見
つ
け
解
決
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

鞭
馬

　

継
続
的
な
改
善
を
確
実

に
実
施
し
て
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
に

は
「
品
質
管
理
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
」
の
認
証
を
取

得
す
る
こ
と
は
大
き
な
効

果
が
あ
り
ま
す
、
認
証
取

得
を
前
向
き
に
検
討
し
ま

せ
ん
か
。

町
長

　

調
査
研
究
を
一
生
懸
命

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鞭
馬

　

今
後
の
企
業
誘
致
は
。

町
長

　

市
町
村
は
競
争
の
時
代

で
す
。

　

粕
屋
町
の
利
点
を
最
大

限
に
利
用
し
て
、
全
力
で
財

源
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

かすやドーム全天候形温水プール

26
粕屋町議会だより№152

2019.3月議会号

臨
時
議
会

定
例
会 

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

注
目
予
算

賛
否
表

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
報
告
会

一
般
質
問



　　

開催するけん

１部　平成31年度予算の報告
　　　15時30分～16時30分
　　　（10分間休けい）
２部　平成31年��第１回��意見交換会
　　　16時40分～18時40分

＊�今回は２部構成で開催します。皆さんの興味のある分野だけに参加い
ただいてもけっこうです。「町民との意見交換会」は、下記のとおり３
つのテ－マ別に行います。私たち議員と意見を出し合いませんか？

　楽しみに待ってます。

テ－マ１：給食センタ－に関すること
テ－マ２：高齢者が望むサ－ビスに関すること
テ－マ３：自由討議（フリ－ト－ク）

議会報告会

当日は、議会だより３月号をご持参ください。

昨年実施した意見交換会の様子

かも
ーん

日時：５月11日土 ��
　　　15時30分～（３時間程度）
場所：サンレイクかすや��多目的ホール
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　子どもたちに議会の仕事を体験してもらう「かすや子ども議会」を１月26日（土）に開催し、町内
の小学６年生が６人参加されました。
　政治を身近に感じてもらおうと、毎年開催しており、子どもたちは委員会での議案審議、本会議
場での一般質問、議案の採決まで模擬体験をされました。
　大川小学校の松永実恩さんは「私たちのことを話し合って決めているのはありがたい、政治に関
心を持っていきたい」と話をされていました。

第４回  かすや子ども
議会を開催しました

交流
〜議会からのお知らせ〜

次回6月議会は…
６月 ７日（金） 9:30開始予定
６月10日（月） 9:30 〜
 一般質問予定

委 　 員 　 長：木村　優子　　副 委 員 長：安藤　和寿

委　　　　員：中野　敏郎　　委　　　　員：案浦　兼敏

委　　　　員：井上　正宏　　委　　　　員：末若　憲治

発 行 責 任 者：議長　山𦚰　秀隆

◎緊張した面持ちで粕屋町議会を体験する子どもたち

＊参加児童
　大川小学校　　　村上　朔仁・松永　実恩
　粕屋中央小学校　寺本　　翼
　仲原小学校　　　松本　梨乃・中田　悠晴
　粕屋西小学校　　伊藤　詩織
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